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症例は70歳男性．職業は大工であり．作業中に誤って釘1本を飲み込み．当院救急外来を受

診した．

胸部単純レントゲン写真で食道内の釘を確認した．直視型内視鏡で観察したところ，食道内

に乳白色に塗装された釘が1本確認された．釘は煽動により胃内へ移動し，胃内で釘の先端近

くを鰐口紺子で把持して釘を摘出した．再度内視鏡を挿入し，咽喉頭，食道，胃粘膜に損傷のな

いことを確認した．
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遅発傷害の有無を確認するため, 入院の 上経過を観察した が異常を認めず,
退院後も良好に

経過 し終診とな っ た .

職業に起因する釘の 誤飲は, 検索し得たの は他に 1 例の み で あ っ た .

消化管異物の 治療 にお い て は, 治療開始前に異物の状況を充分に把握 し, 合併症の 危険性を念

頭にお い た注意深 い操作が必要である .

キ
ー
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ー

ド : 消化管異物
,
釘, 異物誤飲, 内視鏡的摘出

緒 看

異物誤飲は, 小児や 高齢者, 精神疾患患者に 時

に見られるが, 銃的異物は消化管穿孔 などの重篤

な状態を引き起 こすこ とが あり, 迅速な対応 が 必

要と なる.

今回, われわれは職業に関係する釘誤飲を経験

し, 通常の 内視鏡器具で摘出 した . 現在, 種々 の

鏡的異物摘出法が行われて おり, 文献的考察を交

えて 報告する .

症 例

症例は 7 0 歳男性. 職業は大工 であり, 7 月 9 日

1 7 時頃, 釘を口 にく わえて 作業を して い た と こ

ら, 誤 っ て釘を 1 本飲 み込ん で しま っ た . 直後に

近医を受診, 胸部単純レ ン トゲ ン写真で食道内に

存在 する釘が確認 された . 釘の 摘出を目的と して,

当院救急外来を紹介受診 した .

当院で改 め て胸 部単純 レ ン トゲ ン 写実を撮影,

釘が食道内に と どま っ て い る こ と を確認 した ( 図

1) . 当院に は , 鏡 的異物摘出に用 い る適当 な器具

が無か っ た が, 消化管穿孔 の 発生や , 小腸 へ の 異

物の移動などの危険性を考慮 し, 観察の結果可能

で あれば紺子で注意深く摘出する こ とと した .

直視型 上 部 消 化 管 内視鏡 ( オ リ ン パ ス 社 製

G IF - Q 2 40) を用 い て観察 した と こ ろ, 患者 の 訴

え通り, 乳白色 に塗装された比較的短 い 釘が 1 本

確認 された ( 図 2) . 紺子 で把持 しよう と した が,

煽動 により釘が 胃内 へ 移 動 した . 内視鏡を進 め ,

胃内で釘 の 先端近くを鰐 口 紺子で 把持 した . 粘膜

を損傷 しない ように注意 しなが ら内視鏡ごと引き

抜き, 釘を摘出した ( 図 3) . 再度内視鏡を挿入 し,

咽喉頭 , 食道, 胃粘膜 に損傷の ない こ とを確認 し

た . 続い て胸部 C T を撮影し, 縦 隔に享夜体の 貯留

や縦隔気腫の 所見が ない こ と を確認 した .

遅発傷害の 有無を確認する た め, 入院の 上経過

を観察した が異常無く, 7 月 10 日より経 口摂取 を

開始した . 全身状態良好であり, 7 月 11 日退院と

な っ た . 退院後も新 た な症状 の 発現 を認 めず, 7

月 21 日終診と した .

考 察

今回われわれ は, 建具作業中に 口 にくわえた釘

を誤飲 した消化管異物を経験 した . 魚骨以外の消

化管異物症例 は高齢者, 幼児, 精神疾患患者など

に多く , 職業に起因し た鏡的異物誤飲 は比較的ま

れで ある . 検索 し得 た作業 中に釘 を飲 み込 ん だ事

例は , 1 例の み で あ っ た
1)

.

経 口 的に 侵入 し た 消化管異物 の う ち , 80
-

90 % は自然排出され る が, 1 0
- 2 0 % は内視鏡的

に摘出され, 約 1 % は外科 的処置 を要する
2)

. 異

物の 種類に は, 鈍的異物, 鏡的異物, 消化管結石,

鱗入食物塊などがあ り, さ らに薬物中毒, 化学変

化の 危険性の 有無 など に より治療法が決定され

る
2)

. 異物に よる合併症 には , 粘膜損傷, 潰療形

成 , 消化管穿孔 などがあり
3)
, 時 に出血, 縦 隔炎,

腹膜炎, 膿疫形成 , 療孔形成などを伴う
4) 5)

. 針状

異物が自然経過により月工門か ら排出されたとする

我告もあるが 6) , 銘的異物は食道穿孔の 危険性が

高く致命的と なりうる ため迅速 な処置 が必要と さ

れ る 4) . 異物摘出の 合併症 に粘膜損傷, 出血 , 遅

発性消化管穿孔 な どがあり 7) , カ フ法 , オ
ー バ ー
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図 1 胸部単純 レ ン トゲ ン写真で, 食道内に釘を認める .

縦隔気腫や胸水, 気胸などは認めな い .

図 2 上部消化管内視鏡で , 食道内に釘を

認める .

粘膜面には異常を認め な い .

図 3 摘出 した釘.

約 3 .2 c m 長であ っ た.
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チ ュ
ー ブ法 6) , バ ッ グ法

8)
,
フ ー

ド法 9) などの 工

夫 が行われて い る . 治療開始前 に , 異物 の 種類,

数 など を確認 し, レ ン トゲ ン 写真や透視, C T で

状況を可能 な限り把握 して おく こ と が重 要で あ

る
10) l l)

今回われわれが経験した消化管異物は , 鏡的異

物で はあ っ た が単純な形状で あり, 数 も 1 個だけ

であ っ た . 時間経過 によ る病態悪化の 危険性を考

慮 し, 特別 な器具を用意せ ず, 迅 速に内視鏡的処

置を行 っ た . イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン トの もと注

意深く摘出を行 っ た結果, 合併症を生 じるこ と無

く治療を完了 した . 状況 によ っ て は重篤な合併症

が生 じる危険性もあ るた め , 適切 な状況判断の も

と
, ト レ

ー ニ ン グ を受 けた専門 医に引き継 ぐこ と

も必要であ ると考えられた .

結 語

建具作業中に誤飲 した釘に対して , 内視鏡的異

物摘出を行 っ た . 合併症 をみ る こ となく良好に経

過した . 異物が食道ある い は胃内に存在する場合

は内視鏡により比較的安全 に摘出しう ると考え ら

れ るが , 摘出に よる合併症 を予防する に は, オ
ー

バ ー

チ ュ
ー ブ法など異物摘出の た めの 準備をして

おく こ とが望ま し い と考えられ た .

引 用 文 献

1 ) 小峰啓史, 笹野 進, 丸尾祐司, 芹揮 淳, 大洋

浩 一 邸
,
大貫恭正 : 釘誤解に よる気道及び消化

管同時異物の 1 例 . 日臨外会誌 6 3 : 2 9 0 8 - 2 9 1 1 ,

2 002 .

2 ) w eb b W A : M a n a g e m e nt of f o r eig n b o di e s of 也 e

u p p e r g a st r oi nt e sti n al t r a ct . U p d at e: G a st r oi n t e st

E n d o s c 4 1: 39 - 5 1 , 1 9 9 5 .

3 ) 山本寛斉, 宇高徹総, 徳毛誠樹, 曽我部長徳, 水

悶 稔
,
白川和豊 , 大屋 崇 : P r e s s 也r o u g b

p a c k ag e によ る消化管穿孔の 2 例 . 日消外会誌

3 7 : 6 6 3 - 6 6 8
,
2 0 0 4 .

4 ) 測上忠彦 , 佐藤邦夫, 田尻久雄 : 異物摘出術 ガ

イ ドラ イ ン . 日本消化器 内硯鏡学会監修 , 消化

器 内視鏡 ガイ ド ライ ン . 第 2 版 , 医学書院 , 東

京, p p 1 9 4 - 2 0 3 , 2 0 0 2 .

5 ) 佐治直樹 ( 羽島市民病院 内科)
,
酒井 勉, 木全

崇之, 村瀬全彦 , 天野和雄 ,
高井 哲, 加藤 昌

彦 : 魚骨に よる食道穿孔と縦隔炎を発症 し
,
保存

的に治癒 し得た 1 例. 日消内視鏡会誌 4 6 : 9 1 9 -

9 2 4 , 2 0 0 4 .

6 ) w it z el L
,
S c b e u r e r U

,
M u hl e m a n n A a n d H alt e r

F : R e m o v al of r a z o r b r a d e s 血
･

o m st o m a c h w ith

fi b e r o ptic e n d o s c o p e . B r M e d J 1 : 53 9 , 1 9 7 4 .

7 ) 平岡佐規子 , 藤木茂篤, 中村重吉, 若林 肇, 河

原祥朗, 熊代博文 ,
松本誠司, 森谷広樹, 三上昌

之 , 小橋春彦 , 小林照和, 牧山政雄, 北田信吾,

井戸清仁 : 胃壁を穿通 した胃内異物 ( 釘) の 1

例 . 津山中央病院医学雑誌 1 3: 6 7 - 7 0 , 1 9 9 9 .

8 ) M ai n g u et P : A n e w p r o c e d u r e f o r 也e r e m o v al of

g a st ri c p oly p s a n d f o r eig n b o die s . E n d o s c o p y 8 :

8 8 - 8 9 , 1 9 7 6 .

9 ) S y k e s M T a n d S ch w ei si n g e r wn : S af e r et ri e v al of

a s w all o w e d d e n t u r e u si n g a h o o d e d p a n e n d o -

s c o p e . G a st r oi nt e st E n d o s c 29 : 1 4 2
,
1 983 .

1 0) 佐藤慶
一

, 渡連建詞 : 裁縫 用針計 7 本の消化管

異物の 1 例 . 日臨外会誌 6 4 : 2 5 0 0 - 2 5 0 3 , 2 0 0 3 .

l l) 谷口 史洋, 松田哲朗 ,
津田知宏, 相川

一 郎 : 術前

診断 しえ た魚骨 による消化管穿孔の 2 例 . 日臨

外会言志 64 : 2 1 84 - 2 1 8 7 , 2 0 03 .

( 平成 1 7 年 1 月 2 1 日受付)




